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【身 体 的 痛 み】
痛 み の 問 題 は な い 痛 み の 問 題 は 大 い に あ り
0 10
1 2 3 4 5 6 7 8 9
【睡 眠】
睡 眠 の 問 題 は な い 睡 眠 の 問 題 は 大 い に あ り
0 10
1 2 3 4 5 6 7 8 9
【筋 の 緊 張】
筋 の 緊 張 は な い 筋 の 緊 張 は 大 い に あ り
0 10
1 2 3 4 5 6 7 8 9
【落 ち 着 き】
落 ち 着 き の 問 題 は な い 落 ち 着 き に 大 き な 問 題 が あ り
0 10
1 2 3 4 5 6 7 8 9
【不 安】
不 安 の 問 題 は な い 不 安 の 問 題 が 大 い に あ り
0 10
1 2 3 4 5 6 7 8 9
【喜 び】
喜 び が あ る 喜 び が な い
0 10
1 2 3 4 5 6 7 8 9
【落 ち 込 み （鬱）】
落 ち 込 み （ 鬱 ） は 無 い 落 ち 込 み （ 鬱 ） が あ る
0 10
1 2 3 4 5 6 7 8 9
【集 中 力】
集 中 力 が あ る 集 中 力 が 無 い
0 10
1 2 3 4 5 6 7 8 9
【幸 福 感】
最 高 に 幸 福 感 が あ る 幸 福 感 が 無 い
0 10
































































































































事例A 事例 B 事例 C
施術前 施術後 施術前 施術後 施術前 施術後
1 身体的痛み 0 0 5 0 3 2
2 睡眠 3 2 5 0 2 1
3 筋の緊張 0 0 7 0 3 2
4 落ち着き 1 0 7 1 2 1
5 不安 10 8 5 1 1 0
6 喜び 2 2 5 0 1 0
7 落ち込み 4 3 5 0 1 0
8 集中力 5 5 4 5 2 1






　 3名の対象者の VAS スケールと施術後の
感想から、タクティールタッチ施術による効
果のうち、心理的効果として「安心感の提供」
と「不安の緩和」が、身体的効果として、「睡
眠障害の緩和」と「血液循環の促進」が得ら
れるのではないかと示唆される。
2）施術の課題
　事例 C の施術結果から、「症状別」のタク
ティールタッチを検討する必要があると思わ
れる。事例 C の場合、右股関節の痛みといっ
た身体の痛みがあったり、その痛みから仰臥
位ではなく右側臥位でいる方が楽であった
り、施術中、何度か排泄の希望があった。こ
のことから、40分間仰臥位や腹臥位の体位を
保つことができない場合があるということが
分かった。排泄は事前に済ませておくことは
もちろん、施術中に排泄の希望があることも
想定し、施術する場所の近くにトイレがある
ことも環境の配慮として必要ではないかと思
われる。
　本稿では 3名の対象者への施術結果から論
じたが、タクティールタッチはすべての人を
対象としているため、例えば、まひや円背の
状態にある人、認知症の症状のある人、膀胱
機能が低下している人など、対象者の症状や
状態によって施術効果が得られるような方法
を検討していく必要があると思われる。また、
年齢や性別の違いによって、あるいは継続的
に施術することによる効果の違いもあると思
われる。
　また、VAS スケールの教示方法も今後の
課題であると思われる。 0から10まである主
観的評価の捉え方が人により大きく異なって
いるのではないかと考えられる。事例 B は
施術前の数値に 5が多く、 5が普通であると
考えた可能性もある。このことから、VAS
スケールを誰もが統一した認識で評価をつけ
ることができるよう、教示方法を分かりやす
くする必要があると思われる。
おわりに
　本稿では、萌芽的研究として 3名の対象者
への施術結果から皮膚を撫でることに着目
し、タクティールタッチの効果について検討
した。
　タクティールタッチは、皮膚を撫でること
を手技の根幹としている。皮膚を撫でる・撫
でられることで「気持ちよい－気持ち悪い」
などさまざまな感情が生まれる。気持ちよい
と思うものに対しては親密度が増し、気持ち
悪いと思う場合は心理的に遠ざけるように
なっていく。気持ちよいか気持ち悪いかは、
単に物理的な感触だけで決められるのではな
く、対象（人・物）に対する感情によるとこ
ろが大きい。これからもタクティールタッチ
の施術者として、対象者と相互に「気持ちよ
い」感情を育めるような施術を心がけていき
たい。
　また、 3名の対象者の施術中の様子や施術
後の感想から、施術の効果として「血液循環
の促進」が得られるのではないかと示唆され
る。施術により抹消の血管が拡張する状態に
なったのではないかと思われるが、このこと
は自律神経のうち副交感神経が優位になる状
態であると言える。副交感神経が優位になる
と、他にも血圧が下降したり、心拍が抑制し
たりする。また、消化管運動が促進されたり、
血糖が低下したりもする。このようなことか
ら、糖尿病や脳血管障害などさまざまな病気
の予防や緩和につながる可能性がある。
　タクティールタッチの施術をより多く重ね
－83－
タクティールタッチの効果に関する研究－皮膚を撫でることの意義－
て、さらなる効果や可能性を検討していきたい。
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i……触角受容器：カプセルのような構造を持
ち、ほとんどの触角的情報が捉えられる。
触角受容器の名称は発見者の名前がつけら
れている。
ii…パッキング：タクティールタッチの手技で
は、頭部以外の全身をきつ目に包布で覆う
が、これは世界各国で行われているスウォ
ドリングという赤ん坊を布でぐるぐる巻き
にする伝統から取り入れられている手技で
はないかと思われる。肌ざわりの良いぴっ
たりとした包布や服で覆われていると泣い
ている赤ん坊でも心拍数が減り、リラック
スできることが分かっている。
iii 触角防衛反応：感覚機能のバランスが崩れ、
本能的に刺激に対して、危険や不快だと感
じる反応。触れられると痒みを生じたりす
るため、施術時に触って欲しくない部位を
確認する。
iv…VAS スケール（Visual…Analogue…Scale）：
Keel（1948）により“simple…descriptive…
pain…scale”と記載がある主観的な痛みの
強さを数値で評価するスケール。アナログ
尺度のため記入法のみで用いる。

